
昭
和
二
十
二
年
法
律
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百
十
一
号

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
一
号
（
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
及
び
皇
族
と
な
つ
た
者
の
戸
籍
に
関
す
る
法
律
）

第
一
条
　
皇
室
典
範
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
新
戸
籍
を
編
製
す
る
。

皇
室
典
範
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
者
と
同
時
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
は
、
同
項
の
者
の
戸
籍
に
入
る
。

皇
室
典
範
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
者
と
同
時
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
に
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
同
時
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
配
偶
者
又
は
子
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
夫
婦
（
配

偶
者
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
そ
の
者
）
に
つ
い
て
新
戸
籍
を
編
製
し
、
そ
の
子
は
、
そ
の
戸
籍
に
入
る
。

第
二
条
　
皇
室
典
範
第
十
四
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
は
、
婚
姻
前
の
戸
籍
に
入
る
。

皇
室
典
範
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
は
、
そ
の
父
母
に
つ
き
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
編
製
し
た
戸
籍
に
入
る
。

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
入
る
べ
き
戸
籍
が
す
で
に
除
か
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
そ
の
者
が
新
戸
籍
編
製
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
新
戸
籍
を
編
製
す
る
。

第
三
条
　
皇
室
典
範
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
が
離
婚
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
き
新
戸
籍
を
編
製
す
る
。
但
し
、
そ
の
者
の
父
母
に
つ
き
第
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
編
製
し
た
戸
籍
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
戸
籍
に
入
る
。

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
但
書
の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
四
条
　
皇
族
以
外
の
女
子
が
皇
后
と
な
り
、
又
は
皇
族
男
子
と
婚
姻
し
た
と
き
は
、
そ
の
戸
籍
か
ら
除
か
れ
る
。

第
五
条
　
第
一
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
新
戸
籍
を
編
製
さ
れ
る
者
は
、
十
日
以
内
に
、
届
書
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
原
因
及
び
年
月
日
を
記
載
し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
原
因
を
証
す
る
書
面
を
届
書
に
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
戸
籍
に
入
る
者
は
、
十
日
以
内
に
、
届
書
に
入
籍
の
原
因
及
び
年
月
日
を
記
載
し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
入
籍
の
原
因
を
証
す
る
書
面

を
届
書
に
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
戸
籍
か
ら
除
か
れ
る
者
の
四
親
等
内
の
親
族
は
、
十
日
以
内
に
、
届
書
に
除
籍
の
原
因
及
び
年
月
日
を
記
載
し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
除
籍
の
原
因
を
証
す

る
書
面
を
届
書
に
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
一
九
日
法
律
第
七
三
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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